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米国の広域的な地域活性化事例の位置図

リサーチトライアングル

シアトル・ピュージェット湾
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シアトルの広域行政圏
Puget Sound Regional Commission （PSRC）

シアトルの概要

●シアトルの人口は54万人、
都市圏人口313万人
高い成長率を保持している。

● PSRCの圏域は約16,000ｋ㎡ 、
東京都、埼玉県、神奈川県、千葉県（13,600k㎡）
大阪府、京都府、奈良県、兵庫県（18,600k㎡）
南北約140km、東西120km

●シアトルは、アジア・太平洋地域及び
ヨーロッパから飛行機で等距離にある

● シアトルにはボーイング、マイクロソフト、
アマゾン、スターバックス、医療機器
ライフサイエンス関連企業が集積

シアトル●

Sea-Tac空港●
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広域圏の計画調整機構
ピュージェット湾地域評議会
（Puget Sound Regional Council :PSRC)

● PSRCはワシントン州の４カウンティ、70都市
そして3つの港湾組織に州の機関などが協力
してできた、広域行政圏である

●その事業は地域の将来ビジョンの策定、交通
に関わる地域調整、土地利用のコントロール、
経済開発、そして地域の様々なデータベース
を作成し、それをもとにした綿密な地域分析を
行うことにある。
⇒地域の重要なシンクタンク

●圏域内のほぼ全ての大規模プロジェクトに参
画している
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PSRCの都市成長境界とVision 2020 
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PSRCが事務局となって進めるProsperity Partnership

以下のProsperity Partnershipに関わる資料はすべて
http://www.prosperitypartnership.org/
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Prosperity Partnership
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Prosperity Partnership
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Prosperity Partnership
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Prosperity Partnership

5つのパイロットクラスター・
ワーキンググループの設置

①情報技術

②航空宇宙

③ ライフサイエンス

④ ロジスティクス及び国際貿易
（観光を含む）

⑤環境及び代替エネルギー
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Prosperity Partnership

１０



１１



１２



１３



資料：米国労働省雇用統計局 http://www.bls.gov/lau/home.htm
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リサーチ・トライアングル・パークを中心とする地域活性化

North Carolina Research Triangle Park
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リサーチ・トライアングル・パークを中心とする地域活性化

Research Triangle Regional Partnership のエリア

●人口160万人

●面積は17,000平方Km 
東京都、埼玉県、神奈川県、
千葉県（13,600k㎡）

大阪府、京都府、奈良県、
兵庫県（18,600k㎡）

● RTP自体は2,760haだか、
RTRPのプロモーションは
RTPを意識せず、広域に
及んでいる
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Research Triangle Regional Partnership

● １９９０年
Raleigh, Durham, Chapelhill の３市の商工会議所と
Research Triangle Foundationが
Raleigh Durham Associationを設立

● １９９３年
６つのカウンティに拡大し
Raleigh Durham Regional Associationに改名

● １９９４年
州が州内を7つのRegionに分け、Regional Partnershipを構築
運営費の30％を州が補助
13カウンティに拡大し、Research Triangle Regional Partnershipを設立
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● 1955以前 High-tech と言われるようなものは何もなかった
労働者の賃金平均は、全米で下から2番目

● Research Triangle Park (RTP)は
1959年にパブリック・プライベート
のパートナーシップにより創出

● 1959年The Research Triangle Institute設立

● 1965年IBMなどが立地。以後活発な企業進出

● しかし、1980年代半ばまで、立地するのは大企業
のみで、ベンチャービジネスは皆無

● 1984年に起業開発評議会（CED)が設立され、
以後、活発な交流、スピンアウトなどが出現

● 現在までに約110社の研究開発機能が集積し、
約40,000人の雇用が創出された

リサーチ・トライアングル・パークを中心とする地域活性化

North Carolina Research Triangle Park
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Research Triangle 
Regional Partnershipの
戦略ビジョン Action Plan
2004年3月

10の戦略的クラスターの設定
① Pharmaceuticals（製薬）
② Biological Agents/Infectious 

Diseases （病原体・伝染病）
③ Agricultural Biotechnology 
（農業バイオ）

④ Pervasive Computing 
（汎用コンピュータ）

⑤ Advanced Medical Care
（先進的医療）

⑥ Analytical Instrumentation
（分析機器）

⑦ Nanoscale Technologies
（ナノテクノロジー）

⑧ Informatics （情報科学）
⑨ Vehicle Parts Manufacturing
（車部品産業）

⑩ Logistics and Distribution
（ロジスティクス・流通）

資料：
http://www.researchtriangle.org/ １９



Research Triangle Regional Partnershipの
Business Advance Centerとプロモーション活動

資料：http://www.researchtrianglebusinessadvantage.org/
２０


	米国の地域活性化のための企業立地戦略ーシアトルとリサーチトライアングルパークにおける取組からー

